
た
い
、
重
ね
て
言
う
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
」

と
、
内
地
の
混
乱
は
想
像
を
遥
か
に
超
え
、
荷
物
の
上
に
百
名

が
乗
っ
た
車
両
へ
他
か
ら
ま
た
押
し
入
っ
て
来
る
。
出
入
り
は

窓
か
ら
で
、
乗
降
口
は
押
し
て
も
入
れ
な
い
、
外
の
手
■
り
に

ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
な
ぁ
…
理
解
と
も
諦
め
と
も

つ
か
ぬ
ま
ま
辛
抱
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

少
し
ず
つ
人
が
減
っ
た
。
夜
十
時
こ
ろ
、
下
関
に
着
き
車
両

切
離
し
の
停
車
、
互
い
に
再
会
を
誓
い
な
が
ら
別
れ
の
言
葉
に

な
っ
た
人
も
多
い
。

九
州
方
面
と
別
れ
て
一
路
山
陽
線
を
東
へ
、

午
前
三
時
半
ご
ろ
広
島
駅
通
過
、
夜
明
け
の
市
内
を
見
て
驚
愕

し
た
。
一
面
の
大
焼
野
原
。
そ
の
凄
惨
さ
は
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る

想
像
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
八
月
、
東
京
に
向
か
う
途
中
、
九
時
間
臨
時

停
車
で
市
内
を
眺
め
た
時
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
つ

ぶ
れ
か
け
た
「
ド
ー
ム
」
の
残
骸
だ
け
が
、
わ
ず
か
に
残
る
ぐ

ら
い
で
他
に
は
何
も
な
い
。
明
石
の
ホ
ー
ム
に
は
鉄
骨
の
建
物

が
崩
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。
あ
れ
を
見
、
こ
れ
を
見
な

が
ら
無
条
件
降
伏
へ
の
道
を
た
ど
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況

が
、
改
め
て
脳
裏
に
一
つ
ず
つ
詰
め
込
ま
れ
て
行
く
中
を
、
我

が
家
に
は
午
後
二
時
半
こ
ろ
着
い
た
。

役
場
へ
報
告
に
行
き
、
三
年
十
カ
月
の
死
出
の
旅
路
は
終
わ

っ
た
。
時
に
六
月
十
三
日
午
後
四
時
、
葉
山
村
よ
り
一
緒
に
入

団
の
四
名
中
（
志
願
丘
二
人
）
他
の
三
名
は
い
ず
れ
も
白
木
の

箱
で
先
に
帰
っ
て
い
た
。

終
戦
の
日
に
亡
く
な
っ
た
者
も
い
る
。

三
日
後
に
霊
前
に
無
言
の
対
面
を
し
た
。

思
い
も
よ
ら
ず
我
一
人

不
思
議
に
命
永
ら
へ
て
…
…

終
戦
満
五
十
年
を
迎
え
往
時
を
偲
び
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
飽
食
時

代
、
大
消
費
時
代
を
一
考
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

北
方
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
は
波
荒
く
　 

愛
知
県
　
佐
久
間
千
鶴
夫
　 

舞
鶴
港
を
出
港
し
て
進
路
を
北
に
一
路
北
上
し
、
青
森
県
下

北
半
島
・
海
軍
の
要
港
大
湊
に
投
錨
し
た
の
は
、
昭
和
十
七
年

十
一
月
の
天
気
晴
朗
な
早
朝
で
あ
っ
た
。
第
一
水
雷
戦
隊
の
最



新
鋭
の
特
別
高
速
艦
駆
逐
艦
「
薄
雲
」
の
実
戦
配
備
の
処
女
航

海
の
記
念
す
べ
き
日
で
あ
る
。

時
局
下
の
日
本
海
軍
の
編
成
は
、
第
一
～
第
四
の
艦
隊
を
連

合
艦
隊
と
し
、
山
本
五
十
六
閣
下
（
中
将
、
後
に
大
将
・
元

帥
）
の
指
揮
で
、
四
海
の
海
で
そ
の
威
容
と
機
動
力
を
発
揮
し

鼓
舞
し
て
き
た
。

そ
れ
と
は
別
に
第
五
艦
隊
は
、
重
巡
「
那
智
」
を
旗
艦
（
小

西
要
少
将
）
に
「
木
曽
」「
摩
耶
」
の
二
隻
（
軽
巡
）

、
第
一
水

戦
「
薄
雲
」「
叢
雲
」
後
に
二
隻
の
駆
逐
艦
が
加
わ
る
。
こ
の

編
成
で
日
本
の
北
の
海
、
千
島
列
島
海
域
の
防
備
の
任
に
当
た

っ
た
。
そ
の
基
地
は
大
湊
防
備
隊
港
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
海

道
室
蘭
、
小
■
も
重
要
な
艦
隊
補
給
油
の
寄
港
港
で
あ
っ
た
。

連
合
艦
隊
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
、
ダ
ッ
チ
ハ
ー
バ
ー
両
作
戦
の
ミ

ス
で
、
以
来
、
日
本
海
軍
は
、
そ
の
機
動
力
の
低
下
は
急
速
に

進
ん
だ
。
し
か
し
第
五
艦
隊
は
別
で
、
十
八
年
、
十
九
年
に
か

け
て
、
ア
ッ
ツ
島
の
玉
砕
ま
で
、
キ
ス
カ
島
、
ア
ッ
ツ
島
の
守

備
隊
の
食
糧
・
資
材
の
運
搬
に
は
、
五
艦
隊
は
特
攻
隊
と
な
っ

て
全
力
投
球
し
た
。

特
に
第
一
水
雷
戦
隊
は
大
戦
誌
の
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
も
の
で
、

最
大
戦
速
三
五
～
三
七
ノ
ッ
ト
（
陸
上
七
〇
キ
ロ
）
の
高
速
は
、

そ
の
力
を
発
揮
し
た
。
食
糧
を
搭
載
し
て
ア
ッ
ツ
の
投
錨
地
に

突
入
し
て
、
機
関
始
動
の
ま
ま
、
三
〇
～
四
〇
分
で
荷
揚
げ
を

済
ま
せ
、
病
人
ら
を
受
納
し
て
離
岸
す
る
と
い
う
小
型
艦
船
並

み
の
神
業
を
二
、
七
〇
〇
ト
ン
の
駆
逐
艦
が
や
っ
て
の
け
る
の

で
あ
る
。
荷
揚
げ
中
敵
機
の
襲
来
も
し
ば
し
ば
で
、
時
に
は
航

行
中
に
敵
コ
ツ
キ
ー
ド
と
い
う
双
胴
水
上
偵
察
機
に
捕
捉
さ
れ
、

約
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
上
空
に
煙
幕
の
輪
を
張
ら
れ
る
。

そ
の
煙
輪
を
目
標
に
敵
機
の
襲
撃
と
な
る
。
荒
れ
る
海
を
最
大

戦
速
で
煙
輪
か
ら
の
脱
出
を
計
る
。
脱
出
に
失
敗
す
れ
ば
蜂
の

巣
を
棒
で
突
い
た
ご
と
く
、
敵
機
の
襲
来
で
あ
る
。
荒
れ
る
海

も
時
に
は
味
方
と
な
り
、
着
弾
視
野
を
狂
わ
せ
て
く
れ
る
。

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
沖
の
コ
マ
ン
ド
ル
ス
キ
ー
海
戦
は
た
だ

一
つ
の
北
方
で
の
交
戦
記
録
で
あ
る
。
明
け
方
に
敵
艦
隊
と
遭

遇
し
、
砲
戦
と
な
る
も
荒
天
の
た
め
双
方
被
弾
し
大
破
し
た
艦

も
で
た
が
、
自
力
航
行
で
寄
港
地
大
湊
に
帰
港
し
た
。
次
第
に

戦
局
は
悪
化
し
、
つ
い
に
ア
ッ
ツ
島
は
玉
砕
し
た
。

こ
の
期
に
私
は
荒
天
候
の
中
、
艦
の
悪
循
気
能
で
肺
浸
潤
に
、

後
に
結
核
を
わ
ず
ら
い
、
大
湊
病
院
に
入
院
、
退
艦
を
余
儀
な



く
さ
れ
る
。
私
を
退
艦
さ
せ
直
ち
に
出
港
し
た
「
薄
雲
」
は
、

そ
の
後
、
キ
ス
カ
の
戦
史
上
で
天
佑
と
も
い
え
る
無
血
撤
収
作

戦
に
参
加
し
、
大
い
に
戦
勲
を
挙
げ
る
。

戦
後
の
「
北
方
海
域
で
日
本
海
軍
は
か
く
戦
へ
り
」
の
放
映

の
中
で
キ
ス
カ
の
撤
収
場
面
の
映
像
を
見
た
。
正
に
実
録
そ
の

も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
が
現
地
に
、
あ
り
し
日
の
姿
を
目
の
当

た
り
に
見
た
情
況
そ
の
も
の
で
、
濃
霧
の
中
、
機
関
の
音
を
最

低
に
落
と
し
、
艦
長
以
下
艦
員
一
体
と
な
り
キ
ス
カ
島
周
辺
に

点
在
す
る
岩
礁
地
帯
を
粛
々
と
島
に
近
づ
き
、
守
備
隊
と
の
連

携
プ
レ
ー
の
も
と
、
一
兵
を
も
残
さ
ず
、
岩
礁
と
の
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
撤
収
に
成
功
し
た
記
録
は
、
正
に
天
佑
で
あ
っ
た
と
思

う
。
現
地
に
作
戦
行
動
を
し
た
者
の
知
る
実
録
で
あ
る
。

想
像
を
絶
す
る
悪
条
件
の
中
、
北
の
守
り
は
わ
が
双
肩
に
あ

り
と
、
日
夜
活
躍
し
た
戦
記
は
、
他
の
戦
績
と
は
全
く
比
べ
も

の
に
な
ら
ぬ
と
、
北
の
海
の
天
候
の
ご
と
く
日
の
目
を
見
ぬ
も

の
が
多
い
。
五
艦
隊
の
活
躍
は
表
に
出
る
こ
と
な
く
忘
却
さ
れ

が
ち
な
作
戦
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
歴
で
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
の
一
つ
に
天
候
と
の
戦
い
も
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

北
方
特
有
の
酷
寒
と
吹
雪
、
氷
柱
で
運
航
に
支
障
を
来
た
し
荒

波
の
し
ぶ
き
、
大
ハ
ン
マ
ー
を
振
る
い
、
ロ
ー
プ
で
体
を
し
ば

り
、
波
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
打
ち
砕
く
の
も
航
海
中
ま
れ
に

み
る
良
き
日
に
行
う
が
、
こ
れ
も
内
地
で
は
想
像
も
つ
か
ぬ
も

の
で
あ
る
。

荒
海
と
の
戦
い
は
、
日
夜
も
分
か
た
ぬ
も
の
で
、
夜
間
当
直

の
交
代
で
も
甲
板
を
洗
う
大
波
を
一
本
の
ロ
ー
プ
を
手
で
操
り
、

迅
速
に
行
う
が
、
実
に
運
を
天
に
ま
か
す
も
の
で
、
大
波
の
間

隔
を
測
り
、
防
寒
服
で
体
の
自
由
も
ま
ま
な
ら
ぬ
身
で
失
敗
は

わ
が
身
の
死
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
正
に
一
本
の
ロ
ー
プ

は
命
綱
そ
の
も
の
で
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
は
牙
を
む
き
出

し
荒
れ
狂
う
白
熊
で
、
三
、
〇
〇
〇
ト
ン
の
特
駆
で
も
、
実
に

大
海
原
に
漂
う
一
枚
の
木
の
葉
に
等
し
い
。
艦
首
が
海
中
に
没

入
す
れ
ば
、
次
に
艦
尾
は
ス
ク
リ
ュ
ー
が
飛
行
機
の
プ
ロ
ペ
ラ

と
化
す
。
空
転
の
振
動
は
荒
海
に
あ
え
ぐ
難
波
船
そ
の
も
の
で
、

艦
が
割
れ
る
か
と
大
音
響
で
吠
え
る
。

つ
い
に
悲
し
い
悲
劇
が
起
き
る
。
そ
の
日
は
吹
雪
の
舞
う
荒

れ
狂
う
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
夜
の
海
に
夜
間
当
直
の
交
代
の
と
き
に

起
き
た
。
後
部
居
住
区
よ
り
艦
橋
見
張
り
に
向
か
う
交
代
要
員
、

白
河
兵
曹
そ
の
人
で
す
。
経
験
も
多
い
兵
曹
も
い
か
ん
せ
ん
、



荒
波
の
前
で
は
実
に
無
力
で
あ
っ
た
。
一
瞬
の
間
に
波
の
中
に

姿
が
消
え
た
。
同
僚
の
差
し
出
す
手
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
実
に
無

情
の
風
は
、
波
は
彼
を
ひ
っ
さ
ら
っ
て
行
っ
た
。
煌
々
と
探
昭

灯
を
照
ら
し
、
荒
れ
狂
う
海
を
右
往
左
往
し
、
数
時
間
の
探
索

も
遂
に
打
ち
切
り
、
艦
長
の
短
剣
を
餞
に
艦
員
黙
■
と
「
海
ゆ

か
ば
」
の
合
唱
の
内
に
水
葬
礼
で
彼
を
送
っ
た
。

実
戦
も
怖
い
、
荒
波
も
怖
い
、「
板
子
一
枚
下
は
地
獄
」
と

の
古
人
の
言
そ
の
も
の
で
、
私
の
七
十
有
余
年
の
人
生
の
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

第
五
艦
隊
の
寄
港
地
、
投
錨
地

歯
栂
舞
群
島
、
幌
筵
島
、
利
尻
島
、
留
裳
夷
島
、
礼
文

島
、
羅
臼
島
、
オ
ン
グ
ル
島
、
択
捉
島
、
ア
ッ
ツ
島
、
キ

ス
カ
島
、
占
守
島
、
国
後
島
、

そ
の
他

舞
鶴
港
　
　
　
　
第
四
鎮
守
府

大
湊
港
　
　
　
　
防
備
隊
、
軍
の
要
港

国
後
島
　
　
　
　
千
島
列
島
前
線
基
地

占
守
島
　
　
　
　
列
島
最
北
端
の
守
備
隊
基
地




